
会合記録
10. 来年度春季研究発表会について 古田 治 日本シー・ディー・シ

1 1.第 3 回ORセミナーについて 一暢

( )内は出席者人数 12. 研究普及委員会規程(案) 薮内秀和大阪府立大学

編集委員会(本誌) 9 月 1 日(水)( 8) 13. ポルトカ勺!.-OR学会長の来日に 由良憲二姫路工業大学

庶務幹事会 9 月 2 日(木) (6) ついて 渡辺健二 ソニー・マダネプログ

9 月 28 日(火)( 8) 14. IFORS Education Commit- クツ紛

研究普及委員会 9 月 3 日(金)(10) tee のチェアマン (ARTHURA. MAGGU. PARKASHLAL 

理事会 9 月 6 日(月)(17) Brown) より M.S(Post-Graduate) College 

支部長会議 9 月 17 日(金) (12) 15. その他 Teo Wei Min Traffic Police 

Advisory Board(論文誌)
入退会

(学生会員)

9 月 17 日(金)(6 ) 裏山隆一大阪府立大学

編集委員会(" ) 9 月 21 日(火)( 5 ) -入会(正会員) 阪本雅司大阪工業大学

モニター会議 9 月 17 日(金)( 8) 弁塚滋夫. )11崎製鉄紛 竹俣一也金沢工業大学

第 3 固理事会織姐( 9 月 6 日) 岡田裕規側三菱総合研究所 奈良雅子東京理科大学

1.第 2 団理事会議事録の承認 岡野宗十郎東亜燃料工業紛 屋井鉄雄東京工業大学

2. 役員登記完了( 7 月初日)，文部 金子雅彦川崎製鉄紛 (賛助会員) 通研電気工業側

省へ報告届出完了報告 黒瀬 博川崎製鉄脚 -移動(学→正)

3. 各支部(北海道を除く)総会報告 小玉真一郎小玉合名会社 一森哲男広島大学工学部

4. 会友制度について 河野通威大阪府立大学 信川益明慶応義塾大学医学部

5. 名誉会員について 高橋 治三河繊維技術センター 横山 宏富士通紛

6. 入退会 土屋博明石川島播磨重工業側 矢部 博東京理科大学理学部

7. 創立25周年記念事業について 中山 尊下関市立大学 -退会(正会員)

8. 秋季研究発表会中行事について 西村ミチコ 大阪府立大学 越智敬司 福山 修

9. 秋季研究発表会について 平尾泰良三井情報開発紛 (費助会員) 紛石田衡器製作所

編集後記砂OR学会も 25周年を迎え，秋季研究発表会の すぎて他分野のことは聞いても理解できなL 、 J. r最近の

際に記念式典が行なわれました.参加者も 110人を数え， 論文，発表は難しい数式ばかりで， ORの精神が忘れら

設立当初からの昔話に花を咲かせたとか. 25年といえば れている」という声も少なからずあります.とまれ， 25 

一世代であり，学会員も初期のOR導入時代を知らない 周年を契機にーから考え直してみようではありません

ものが多数を占めてきています.しかし，初期からの会 か.ご意見をお寄せください.惨特集は「都市システム

員であるN氏によると， r学会の行事に顔を出しても，顔 の解析J. 近年，時代の流れを反映し，学会員にも社会

を合わせるのは古参会員ばかりで，若い人の活動が足り 工学，都市工学専攻の会員が増え，一分野を形成してい

ないのでは ?J とか， S SOR報告にもあるように， r合 ます.企業のOR とは，ひとあじ異なる社会性が中心的

宿しても大学問の交流がなし、j などと L 、う将来を危ぶむ なテーマですが，従業員の価値観の多様化等の問題を考

指摘もあります.一方では， rORの各分野が専門化され えると，底には共通したものが窺われます (M)
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